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1私の身上（私と日本との関わり合い）

私は，ニュージーランドに国籍を有する1966年（昭和41年）9月

9日生の白人男性です（甲C7号証）。以下，私が知ることを包み隠さず，

ありのままに陳述いたします。

私は・平成4年に，日本語学習成績優秀者ニュージーランド代表として，

2週間の研修参加のため初来日し，2年後の平成6年，名古屋の英会話学

校の英語講師として1年間勤務し，さらに1年後の平成8年8月より平成

10年7月まで宮崎県北方町役場国際交流担当として2年間の勤務をしま

した（3回目の来日，甲C13号証）。

その後，ニュージーランドに帰国して在ニュージーランド日本総領事館

で臨時の仕事をしましたが，平成11年5月，私はこの先，ずっと日本で

仕事をしていこうと決心し，4度目の来日をして，静岡県沼津市の英会話

学校で英会話学校の英語講師として1年間勤務し，平成12年3月末，財

団法人埼玉県国際交流協会に転職し，元来，同協会で勤務し続ける予定で

した（甲C3号証）。

このように私は，10年以上に亘り，日本とニュージーランドを中心と

する国際交流のために貢献しました（甲C13号証）。

しかし，本件の結果，平成13年3月ニュージーランドに帰国を余儀な

くされ，体調を回復した現在も，パニック発作（突然，自分が気が狂いそ

うな激しい不安に襲われ，居ても立ってもいられなくなり，自分が今講師

として授業をしている最中でも，教室から外へ走り出すなどの発作）や慢

性的な抑うつ・不安などに悩まされています（甲A18号証の1及び3。）。

2　平成11年5月，当時私は健康でした

私は，同月18日，静岡県沼津市の英会話学校で英会話講師として働く

ために来日した当時，健康状態は良好でした。当時の私は，人に親しまれ

るいきいきとした性格で・肉体的にも健康だったのです0もちろん，●

医師による治療を受け始めた初診時を含め，それ以前，パニック発作など

の精神不安を訴えることはありませんでした（甲Al，乙Alの平成12
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年6月30日付の記載）。

3　平成12年5月11日，めまいと二二二薄院受診

（1）平成12年3月末，財団法人埼玉県国際交流協会に転職

同月末，私は，財団法人埼玉県国際交流協会に転職しました。

同年4月下旬頃，私は，若干の疲労感を覚えましたが，近所の医院に

行って検査を受けると，特段の異常はないということであったので，

勤務を通常通り続けていました。

（2）同年5月11日，回転性めまいの発作と二二二病院受診

同日午前2時ころ，私は，めまいの発作で突然目覚めました。目の

前がグルグル回る感じで，部屋が時計回りにグルグル回っていたようで

した。このような回転性めまいは，私は初めて経験するもので，しかも，

この1回きりで，以後，回転性めまいは発現しませんでした。また，め

まいだけでなく，発熱，嘔吐も有り，歩行にも非常な困難を伴いました

（これらの症状は，その後1週間程度持続しました。）。そこで，同日

の朝，私は，職場の課長？勧めで，タクシーを自宅まで呼んで・－

『■病院（現「二二二二病院」）にて，耳鼻科，内科，神経科の
各検査を受けました。

同月15日朝，今度は，目の前がフワフワするような，グラグラする

ようなめまいの発作に襲われました。

回転性めまい発作を起こして数日，持続的めまい（回転性ではない），

ふらつき，嘔気，周りが左右に揺れている感じ，酔っ払っているような

感じ，頭と体が揺れている感じなどの症状がありました。歩行時に左へ

偏りがちで，左へ誰かに押されている感じ（特に座っている時）がしま

した。また，歩行時は回りの様子がビデオカメラのファインダーから見

ている感じもしました。

（3）平成12年5月16日，二二二病院での処方

同月16日，二一二病院の内科検査の結果が出ましたが，異常

はないということで，二二二病院で処方された内服薬も服用して，
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栄養と睡眠も十分にとるようにしました。

（4）平成12年6月，二二二病院での受診の終了と｝l医師への紹

介

同月頃，私の平衡感覚はゆるやかに回復しつつあったけれども，まだ

完全に正常な状態ではなく，フワフワするような，グラグラするような

めまいが残っていました。

同月・テレビ司■匝師がめまいの国際的権威者として紹介されてい

るドキュメンタリーを見て，私は，同月26日，二二二病院の神経

内科医彗±医師に，今回の事件の被告であるt■医師を紹介して頂

4　被告l■による被告二二二二二での受診から帰国まで

（1）平成12年6月30日　一　第1診察　－

ア　症状リストの提出と診察

平成12年6月30日，初回目の診察にあたり，私は，念のために

私の症状のリストを書VTて，それを■l医師に手渡しました0（私は，

日本語に不自由したことはありませんが，外国人ですし，正確に自分

の症状を伝えるために，診察時はほとんど毎回，－医師に症状のリ

ストを渡していました。－医師は，必ずしもちゃんと読んでくれず，

コピーさえ取らないことが多かったです。）。

なお，この日私が｝l医師に渡したメモは，乙A1号証の11頁～

12頁のワープロ作成のメモだけでなく，13頁の手書きのメモも渡

したとの記憶です。乙Alの13頁のメモには「12．7．5」と後で間違っ

て被告｝F書き入れたのではないかと思います。いずれにしても，

「12．7．5」の部分は，私が書き入れたものではありません。

イ　『■医師の診断

－医師は，私をSylvianAqueductSyndrome（SLAS）と診断しま

した（鑑別診断，甲A3号証の3頁）。

■■医師は，このSLASを治すには薬剤によって私の体質を変える必
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要があると言いました0処方内服は‖drugcocktail（多剤併用療法）日に

なるとIP医師は説明し，これはHConservativeH（保存療法）ではなく，

■’RadicalApproachH（根治療法）だということでした。

ウ●医師による処方の説明の欠如

『■医師の説明では，服用を開始してから，約4ケ月以内には回復す

るということでした。

しかし，薬の性質の説明は，ありませんでした。私は念のため，副作

用があるかどうか－医師に訊いたところ，－医師は，「どんな薬で

も副作用はあるが・この薬剤はⅧ■医師が処方する量の場合）中毒性

はなく・副作用もあまりないので，安心して長い期間飲んでも問題な

い。」ということでした。

この時は，診察のみで帰りました。

（2）平成12年7月5日　一　第2診察　－（処方内服の開始）

『■医師は，コントール15mg，グランダキシン1．5g，クロナゼパム

0・9mg，ケタス3カプセル，アプレース1・5g，トフラニール10mgを1

4日分処方してくれました（甲A2号証カルテの2頁の左半分，甲A9

号証，乙A1号証）0その際，ベンゾジアゼピンが常用量（通常の処方

量）服用で中毒となり得る危険性について，何の説明もしてくれません

でした。

これらの薬にはベンゾジアゼピンが含まれていますが，マイケル．J

・ウイットウェル医師に聞くまで，私はベンゾジアゼピンが中毒性があ

ることにつき無知でしたので（甲A7号証の2頁目），私は●医師の

診断と処方を信じて・平成12年7月5日より処方内服を開始し，平成

13年1月23日までの203日間，tl医師処方の薬を飲み続けまし

た（甲A2号証，甲A9号証）。

（3）平成12年7月19日　一第3診察－（治療開始2週間後・回復期）

薬剤治療の開始後，最初の数週間は，めまいの症状は落ち着き，軽く

なりました0私は・うれしくて，－医師を信頼して薬を飲んで行けば
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よくなると確信していました0平成12年7月19日の診察では，t■

医師が，「症状は少しよくなったかね。」と訊きましたので，「はい，

落ち着きました。ありがとうございます。これも，先生のおかげです。」

と答えました。

その上で，■■夏師は，私に，前回と同様にベンゾジアゼピンを処方

（甲A2号証）しました。この時も中毒となりうる危険については一切

説明して頂けませんでした。

（4）平成12年8月4日　一第4診察－（改善も悪化もない時期）

平成12年8月4日の診断では，－医師は，「症状はよくなってい

るかね。」と訊きました。それに対して，私は，平成12年7月下旬は，

体調は当初よりは良くなったものの，その後はあまり変わりはなかった

ので，「前回の診察（平成12年7月19日）からはあまり変わりはあ

りません。」と答えました。

－医師は私に，「めまい発作の防止をする。薬はすぐには効かない

が徐々に効いて来る。」というメモを手渡してくれました。

（5）平成12年8月21日　一第5診察－（ぶり返し，新しい症状の発

症）

ア　ぶり返し，新しい症状の発症

平成12年8月21日の『■医師の診察の時点では，一旦軽くなっ

ていた症状がぶり返し，さらに，新しい症状を生じた感じがしていま

した。

そこで，私はl■恒師に，「ふらつき持続，だるさ・疲労，息苦し

さ・動博，目が泳いでいる感じ，足が弱い感じ，ふらふらする，夏ば

て，ストレスと疲れ，肩こり，痔の悪化，口の中の潰瘍，食欲がなく

なった。」（甲A12の1）とのリストを手渡して，「症状がぶり返

して来ました。新しい症状も出て来た気がします。」と訴えました。

イ　『■医師の処方

これに対して，－医師は，「君はもっと食べなければいけない。」
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とか「入浴直後に冷たい水を飲んではだめだ。」と言ったり，「最近

の悪天候によって君の調子が悪化した。」と言ったりしただけで，従

来の治療を続け，それまでどおり，ベンゾジアゼピンを処方しました。

症状のぶり返しと新しい症状の発症にもかかわらず，ベンゾジアゼ

ピンが常用量服用で中毒となり得る危険性については，何も言われま

せんでした。

（6）平成12年9月18日　一第6診察－（体調の悪化）

平成12年9月18日になっても，私の体調は戻らず，むしろ悪化

しているようでした0そこで，私は－医師に，「体調は戻っていま

せん。むしろ，前回（平成12年8月21日）訴えた新しい症状が悪

化しています。」と言いました。

この時も，ベンゾジアゼピンを－医師は処方しました。ベンゾジ

アゼピンが常用量服用で中毒となり得る危険性については，彼は，何

も言いませんでした。

（7）平成12年10月20日　一第7診察－（体調のさらなる悪化，パ

ニック発作，抑うつ・不安）

ア　体調のさらなる悪化，パニック発作，抑うつ・不安

当初，●医師が回復するに必要だと言っていた，4ケ月近く経っ

ても回復できず，むしろ私の調子はどんどん悪化していきました。

というのも，心惇冗進，胸部の圧迫感，ほてり，腹痛，手やこめか

みのしびれ，視覚障害，食欲不振，情緒不安定（抑うつ・不安，パニ

ック発作）などに執拗に悩まされるようになったのです。これらの症

状のうち，視覚障害・食欲不振・情緒不安定を除く症状は，－医師

のところで受診して投薬治療を受ける前には，激しいめまいの発作に

悩まされていた時期でさえ，無かった症状でした。また，視覚障害・

食欲不振・情緒不安定の内容も，●医師を受診する以前と比べて，

性質・程度が異なったものになりました。視覚障害については，光過

敏が強まったし，食欲不振についても，以前には無かった，慢性的に



口が渇き，味覚異常が有るなどの症状が顕れ，情緒不安定に至っては，

慢性的な抑うつ・不安がある他，突然，自分が今にも気が狂うのでは

ないかという激しい不安（パニック発作）に取り憑かれるなどしまし

た。

この激しい不安（パニック発作）は，何時私を襲って来るか分から

なかったのです0これは・この時はじめて私に出現したものですが，

いまだに私に残っています0しかし，このパニック発作についてだけ

は・こ轡医師に言いませんでした。精神病と診断されて，異国で精神

病院に強制的に入れられて，2度と出て来られなくなるかも知れない

と怖くてたまらなかったからです。

このような強度の不安は，●先生のところで受診して投薬治療を

受ける前は，全く無かったのです。

イ　従来通りの治療の継続

私は，『■医師に，これまで以上にもっと強く「体調がどんどん悪

化しています0」と訴そました0しかし，－医師は治療方法を見直

すことはせず，ベンゾジアゼピンを引き続き処方しました。このとき

も，彼は，ベンゾジアゼピンが常用量服用で中毒となり得る危険性に

ついては，何も言いませんでした。

（8）平成12年11月24日一第8診察－（「100％である」との診断）

平成12年11月24日の診察では，■■医師は検査（主に眼の検

査）を行った結果，私の体調を「100％である」「結果として完全

に回復している。」（甲A2号証）と言いました。

しかし，当時の私の体調は，－医師にかかりはじめた頃の症状も，

完全にぶり返し，もっと悪化しており，その後に生じた症状も悪化し

ていました（甲A6号証カルテの8頁，「平衡神経科に通っていた。

あまりはかばかしくない」）。

（9）平成12年11月末ころ（服用中止の試みと挫折）

平成12年11月末ころ，私は，ヽ■医師に対して不信感を抱くよ



うになっていたので，l■医師の処方する内服薬の服用を中止しよう

と試みました0しかし，薬の一回分でさえ飲まずにはいられなかった

為，結局は処方された通り薬を飲み続けました（第1回目の服用中止

の試み）。

私の体調はますます悪化し，混乱および情緒不安定な状態は顕著に

なり，パニック発作のため，自分がなすべき仕事をちゃんと行うこと

ができなくなり，周囲からは奇異の目で見られ，気分も落ち込み，自

殺を考えはじめる始末でした。

（10）平成12年12月21日，二二＿二二二での受診

平成12年12月13日，私は－医師による治療に多大な疑義を

抱くことを抑え得ず，｝匝師に受診する前に診てもらっていた●

1■■匝院に行き・同院の－医師に，新たな転院先を紹介して

もらいました0－医師は，「自律神経失調症，前庭機能障害の疑い

有り。」との診断で， 心療科●

●■医師に対する紹今状を書いてくれました（甲A5号証）。

平成12年12月21日，私は，－医師が書いてくれた紹介状を

持って に行きました。

－医師は，私を診察し，「自律神経失調症，神経症」との診断を

しました（甲A6号証）0私は，すぐには－医師のもとでの治療は

はじめず，それまで『■医師に処方されていた薬剤を■l医師に告げ

て，「飲んでいても苦しいのですが，飲むのを止めると体調がますま

す悪くなるのです。」と伝えました。

（11）平成12年12月25日　一第9診察－（最終診察）

平成12年12月25日，私は－医師による最後の診察を受けま

した0私は・どんどん悪くなって行く一方の体調で，新しい症状のリ

スト（平成12年12月18日付）をヽ■医師に手渡しました（乙A

lの29頁）。

この「新しい症状」の内容は，「耳鳴り」，「10月から，眼球の



水晶体に傷が出来ているように見えること」，「熱に対する敏感さの

発現」，「普段より高い脈拍数」です。Ⅷ■医師も，乙Alの18

頁（平成12年12月25日付）に，「耳鳴，飛蚊症，動博，熱っぽ

い」と，私のリストに対応した記載をしています。）。

この時も『■医師は「ああ，大丈夫だよ。すべて順調だから心配す

ることはない。」と答えました。回復に必要だといわれた4ケ月を2

ケ月超した時点で，私の体調は回復せず初回受診時よりも悪化してい

たにもかかわらず，－医師は「すべて大丈夫だ。」とか「すべてが

順調だ。」と言い続けていたのです。

私は，－医師に，今日の診察で最後にすると知らせました。する

と，■l医師は，

「ウェインは100人の医師のうち1人しか治療ができないとて

も珍しい病状を持っている。もし薬物療法を止めてニュージーランド

に帰国すれば回復できない。」

と，あくまで彼の処方する薬物療法を続けるよう言いました。そし

て，最終受診であり，もう，私の状況を把握できないにもかかわらず，

従来通りの薬剤を，30日分処方したのです（甲A2，甲A9最終頁）。

私は，もはや薬剤の服用を中止することができず，結局，処方された

薬剤が尽きる平成13年1月23日まで服用し続けてしまいました。

私は，ニュージーランドに帰国するので，今後の治療のために薬剤

についての情報を提供してほしいと－医師に看護師を通じて頼み

ました0看護師は，了承し，－医師の部屋に入って行きましたが，

戻って来た時は，不機嫌そうで，私に，不機嫌さをあらわにして，「●

●先生は，『私のやっていることは，あんたに関係ない。』と言って

います。」と言い，薬剤についての情報を私に教えてくれることがで

きませんでした。

なお，甲A12の2には，乙Alの29頁にはない「火照り」，

「性欲低下」，「もうろう」，「胸部への圧迫感」，「胃痛」，「食

－10t



欲減少」等が・「新しい症状」として書いてありますが，－医師が

私が口頭で症状を訴えても聞いてくれなかったので，診察直後に私が

備忘録として追記したものではないかと推測します（記憶がありませ

ん。）0これについては，－には提出しています。

（12）平成13年1月22日（被告｝ト処方薬がなくなったことと●

一二二‾二二二ぐの再投薬）

平成13年1月22日，

●医師の治療を開始しました。－医師の処方した薬は，その次の日

でなくなる見込でした。

●医師は，私の内服の量を減らしてもっと簡単な処方をしまし

た0その新しい投薬の内容はリボトリール0・4mg，コンスタン0・4mg

を1日3回服用するもので，平成13年2月7日，同年3月2日にも

処方されました（甲A6号証）。同年3月2日には，私は同月25日

に帰国する気持ちでいましたので，●医師に頼んで薬をいっもより

｝l医師は薬の説明′書（平成13年1月22日付）に，「3月1日

より量を1日2回に減らすこと」と書きましたが，その時も服用を減

らすことができず，結局，ニュージーランドに帰国した時まで処方内

服を1日3回服用し続けました（第2回目の服用中止の試み）。

（13）平成13年4月9日，帰国後の漸減療法の開始

平成13年3月26日，私は母国ニュージーランドに帰国しまし

た0帰国後・もう一度，－医師のアドバイスに従って，処方内服

を減らそうとしましたが，その時も失敗しました（第3回目の服用

中止の試み）。

そして，平成13年4月9日，マイケル・J・ウィットウェル医

師の下で，漸減療法を開始したのです。

5　平成12年11月初旬から平成13年帰国時に私の体調が悪かったこと

（1）帰国前の私の体調が悪かったこと
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やや時間が遡りますが，お許し下さい。

ア　平成12年11月初旬（友人の心配が深まる，勤務態勢の変更）

平成12年11月初旬，私と会った2人の友人は，口を揃えて，私

がそれ以前の私と全く違ってしまって，非常に病的に見えた（甲A1

4号証の赤線部，甲A15号証の赤線部）と言いました。また，友達

によると，そのころの私は以前と違って人に攻撃的で，異常に喧嘩っ

早くなっており・川越のカフェで他のお客さんに失礼なことを言った

こともありました。

職場である埼玉県国際交流協会の上司も，私の体調に配慮して，特

別に1時間ごとに休憩を入れる軽い業務に就く勤務体制を設けてくれ

ました。

イ　平成12年12月末（恋人から痩せこけた姿に驚かれる）

平成12年12月末は，私は岡山に住んでいる恋人Ⅷ秒のとこ

ろに休養に行きました0彼女は私の痩せこけた姿を見て，とても驚き

ました0ヽ■は，私の撃色の悪さ，食欲の無さ，目がくぼんだ様，頭

の血管が浮き出ていて・いっも眉間にシワを寄せ，疲れ切ったという

様子を心配してくれました。

実際，私は，夜は寝っきが悪く，毛布を掛けたり蹴ったりしました。

－と，性交しようとしても，できませんでした。それ以前は，そ

んなことは無かったのです。

ウ　平成12年12月21日（‾「」‾二二二＿受診時）

既に述べた通り，私は，－医師の治療を受けている最中である平

成12年12月21日，

した。

に行きま

当時の私は・「めまい・ふらっき，息苦しさ，だるい，疲労，足の

力が抜けたような感じがする，首や背中の筋肉痛，嘔気（時々），眼

がちかちかする，眼球の水晶体に傷ができているように見える，いっ

もより頭が強く脈うつ感じ（特に寝ている時），頭がフワッとする，

ー12－



平衡感覚低下，肩こり，静脈洞には圧力がある，口のかいようができ

やすい，じができている，手の平は異上の汗が出る」（甲A6の2頁

目）という状態でした0なお，「口のかいようができやすい，じがで

きている，手の平は異上の汗が出る」というのは，「口に潰瘍ができ

やすい・痔ができている，手の平に異常な量の汗が出る」という意味

です。

（2）平成13年3月25日，帰国直後の私の体調が悪かったこと

平成13年3月25日，私がタラナキ空港に着いた時，出迎えた母

は私のことを見間違えて，「半分死んでいる痩せたゾンビに見える」

と悲しそうに言いました（甲C4号証の3頁目）。

（3）平成13年4月9日，マイケル・J・ウィットウェル医師の受診

平成13年4月9日，地元の内科であるマイケル・J・ウイットウェ

ル医師に診察を受けました。同内科は，私のいた実家から100メー

トルほどの距離ですが，私は100メートルも歩ける状態ではなかっ

た為，母が車で連れて行ってくれました。

私は，ニュージーランド帰国直後の時点で，■医師から処方され

たリボトリールを1回0・4mgと，コンスタンを1回0・4mg，1日3回

服用していました（申A7号証）。同医師によれば，日本で処方され

たベンゾジアゼピンは大変中毒性の強い薬であり，私をベンゾジアゼ

ピンの中毒であると診断しました0私は，この時はじめて■■医師が

処方していたベンゾジアゼピンは中毒性のものであることを知りまし

た。

ウィットウェル医師は，ベンゾジアゼピンの治療として，いきなり

服用を止めると，症状の悪化が有るため，注意深い観察をしつつ，ベ

ンゾジアゼピンの服用量を少しずつ減らす漸減療法を行うことを提案

し，私に，リボトリール（クロナゼパム）1回0・5mg，1日2回の処

方をしました（甲A8号証）。

その上で，タラナキ病院附属アルコール・薬物依存症患者治療セン
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タ一に私を紹介してくれました（甲A7号証の2頁）。

（4）平成13年4月19日，ジャドスン医師の受診

平成13年4月19日私はタラナキ病院附属アルコール・薬物依存

症患者治療センターで，ジャドスン医師に受診しました。

ジャドスン医師も，私はベンゾジアゼピン慢性中毒であると診断し

ました（甲A8号証）。

ジャドスン医師は，■l医師が処方していた薬は，主に不安やスト

レスのために飲むものであるが，非常に中毒性の強いもので，周知の

副作用もかなりある中毒性があると，教えてくれました。また，内服

薬を急に止めるのは危ないこと，食べ物によって禁断症状を和らげる

などの生活習慣を改めることなどのアドバイスをしてくれました。

■■医師は上記のようなアドバイスを一切してくれず，投薬につい

ての説明もありませんでした。

私は，ウイットウェル医師を掛かり付け医として，タラナキ病院附

属アルコール・薬物依存症患者治療センターへ通院し治療を受けまし

た（甲A8号証，甲A7号証）。

6　薬物からの脱却とパニック発作などを残しての回復

（1）平成13年4月30日，ジャドスン医師との定期診察

平成13年4月30日，ジャドスン医師との定期診察が行われ，クロ

ナゼパムの服用量は0．5mgの錠剤を1日1回（朝のみ服用，1回0．5錠）

に減らしました。

（2）平成13年5月5日，服用の終了

平成13年5月5日，私は，ベンゾジアゼピンの服用をやめました。

内服薬減量期間中，また内服薬を完全に絶ってからの数か月間，私は，

パニック発作，抑うつ，不安，イライラ，攻撃的反応，他人を攻撃する

のではないかという恐怖感などの症状に苦しみました。

平成13年10月ころから，体調が徐々に良くなって来ました。

平成13年12月12日に，恋人の－が日本からニュージーランド



に会いに来てくれた時は，■■医師の内服処方を受けていた平成13年

2月ころと比べて，私の体重が増え，顔色も良くなり，全く別人のよう

に健康的に見えると笑顔で言ってくれました。それでも，私は，やはり

体調はよくなり切っておらず，わざわざニュージーランドまで来てくれ

た｝に対して，あろうことか，Ⅷ■が女に見えない。l■の裸を見

ても，勃たないよ0」などと口走り（私としては，－を侮辱する意図

はなくて，ただ，私が，平成12年8月頃からずっと，勃起不全の状態

にあったことを理解してほしかっただけなのですが。），当然のことで

すが，ヽ■はものすごく怒って，－と私の関係はダメになりました。

（3）平成14年6月ころ，復職の許可

平成14年6月ころ，ベンゾジアゼピン中毒から寛解したとして，ジ

ヤドスン医師から，私は，復職の許可を受けました。私は，オークラン

ド市のQueensAcademyofEnglishという語学学校に勤め始めました。

しかし，ベンゾジアゼピン中毒から寛解した（甲A16）とはいえ，い

つ私を襲って来るか分からないパニック発作，慢性的な不安・抑うつは

弱まりつつも残っていた（甲AlO，甲18の3）ので，持続的に働く

ことができず，平成15年5月26日，QueensAcademyofEnglishを

辞めました。

その後は・私は・パニック発作などの影響で労働能力が著しく低下し

たため，自分の資格・経験に合った仕事に応募できず，やむを得ず給料

の安い仕事をしていましたが，体力が続かず失業した時もありました。

本当は，これまでの私の経験と能力を生かして，日本での職と収入を得

たかったのですが，パニック発作などの影響で再来日できませんでした

（たとえば，来日する途中で，飛行機に乗っている最中に，パニック発

作に襲われ・周りの乗客たちに自分が襲いかかるのではないかとの不安

がありました0私は，実際に襲いかかったことはありませんが。）。

（4）平成17年4月15日，日本での再就職

平成17年4月15日，長野県岡谷市のAtoZLanguageSchoolで
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就職が決まり，再来日しました。

AtoZLanguageSchoolでの勤務時間は週20時間未満でしたが，パ

ニック発作と不安・抑うつがあることから，その時間の業務すら遂行す

ることが難しく，平成18年3月31日にAtoZLanguageSchoolを辞

めて，平成18年6月14日から株式会社ブリティッシュヒルズで働き

はじめました。

平成19年6月にブリティッシュヒルズの1年間契約が満了し，再

び就職する必要がありました。私は，同年7月より，同じ福島県のJI

CAでの就職を決めました。JICAでは，1年間が4つの学期に分か

れ，契約期間は3か月です。私は，同年7月から9月まで夏季学期，働

きました。私は，その間，パニック発作などのため，同年10月からの

秋季学期，働こうとしましたが，できませんでした。そこで，また，一

旦ニュージーランドに帰国することを余儀なくされました。平成20年

1月からの冬季学期，JICAに戻ろうとしましたが，できませんでし

た。出来るだけ，同年4月からの春季学期，JI CAに戻ろうと思いま

すが，現在，ニュージーランドで体調が思わしくなく，暫く様子を見な

ければなりません。

7　調停から裁判へ

私は調停を申し立てましたが，私が1人でやっていた時はもちろん，こ

の裁判で原告代理人を務めている●弁護士が受任してからも，私の側の

主張と『■医師・二二一二側の主張は，全く噛み合わず，調停

結局・－医師は全く自分の非を認めようとせず・被古二　二二二

－も，お見舞い金程度の100万円の額を提示しただけでした。

これでは，到底納得できませんし・－弁護士も・「この額で諦める必

要はありません。」と言ったので，私は，調停を終わらせ，訴訟をするこ

ととしました。

8　最後に
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私は，－医師の投薬により中毒になって以来，幸い日々を過ごして来

ました。

私は外国人で（ニュージーランド人），ヽ■医師は有名な医師ですが，

もちろん，公正なお裁きがなされるものと確信しております。

なにとぞ，よろしくお願い申し上げます。 以上
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